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一
一
¨
¨
〕
警
「
「
な
な

将
来
的
に
は
軽
費
老
人

ホ
■
ム
ザ

ィ
ラ
城
盪

近

の ど‐く
¨

夕‐谷‥ぁ
¨
静
¨
一
¨
¨
¨

を
整
備
し
い
原
日
理
事
長

か輝
難
あ“朔群

夢
を
描
い
て
い
る
一実
質

騨

な シ‐法調

晦

知
，り尽
く
す
半
日
忠
雄
理

事

‐の提
葉
で
鑓
ケ
谷

‐水
係

勁̈
韓
嚢

な
砂
の―
提
供
を
一受
け
、今

年
２
月
、
そ
れ
を
岩
盤
だ

つ
た
り‐―
底
に
入
れ
一無
数

の
穴
を
開
け
た
竹
筒
を
差
一

し
込
ん
で
ホ
タ
ル
の
エ
サ
一

郎
晰

夜
に
一
般
市
民
が
立
ち
入
一

職
員
採
用
試
験
一

行
け
知
聴
郷
畔
』
舜
諄
始

な
ど
一
６
月
・

‐
１２
月
に
は
個

人
面
接
が
行
わ
れ
、
同
１８

日
に
最
終
合
格
者
が
発
表


